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獣医学教育課程における「参加型臨床実習」の取り組みと

その実施に当たっての獣医師法第17条の適用関係

専門職業人養成の高等教育課程において学生のより実践的能力を培

う上で「参加型の実務実習」を課すことは不可欠とされ、既に医学・歯

学教育課程、また、本年度からは薬学教育課程においても必要な体制整

備が図られた上で導入されているところです。

獣医学臨床教育課程における「参加型の実務実習」の取り組みにつ

いては、獣医学教育改善に向けての対応の一貫として文部科学省「獣医

学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」において早急に取り

組みを進めるべき旨が論議されたこと等を受け、本会においては、本年

2月、農林水産省、文部科学省、全国大学獣医学関係代表者協議会をは

じめとする獣医学系大学関係者、日本獣医学会に参集いただき、獣医学

教育の改善（参加型臨床実習の在り方）に関する関係者懇談会を開催し、

今後、実施に当たっての条件整備について関係者の合意形成の進展に努

めたところであります（議事内容は本会ホームページ http://nichiju.



lin.gr.jp/conference/sonota_kaigi/220224.pdf に掲載）。

一方、農林水産省獣医事審議会計画部会（部会長：山根義久）にお

いては本年3月に「臨床実習の条件整備に係るワーキンググループ」が

設置され、臨床実習において獣医学生に許容される獣医療行為とその実

施に当たっての条件等の基本的な考え方が検討されてきたところです

が、今般、同ワーキンググループにより獣医学教育における獣医学生の

臨床実習の条件整備に関する報告書が取りまとめられたことを受け、平

成22年6月30日付け22消安第1514号をもって農林水産省消費・安全局畜

水産安全管理課長から全国の獣医学系大学関係学部・学科長あてに別添

写しのとおり通知がなされたところです。

このたびの通知においては、獣医学生が臨床実習において他者が所

有する飼育動物に対して行う診療行為についての獣医師法第17条の規定

との関係の基本的考え方とともに、当該行為について無免許獣医業罪が

適用されない場合の条件が示されたところでありますが、このことによ

り、今後、獣医学教育課程において獣医学生に対する「参加型の実務実

習」としての臨床実習の取り組みが、各獣医学系大学において必要な体

制整備が図られた上で適法の下で行われることにより、獣医学教育改善

を図る上で懸案の一つである獣医学臨床教育（卒前臨床教育）改善の進

展が期待されるところです。
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